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編集後記

永らく先進セラミックス研究センターは旭ヶ丘地区を活動の場として来ましたが、建物耐震補強工事を契
機に、2009 年 4 月より多治見駅前のクリスタルプラザ（駅前地区）に材料創製研究グループが移転した後、
2017 年 1 月よりエネルギー材料研究グループが御器所キャンパスへ移転し、現在、3 か所でセンター運営を
行っています。センター設立当初と比べ、配属学生数も大幅に増加し、実験設備も飛躍的に向上し、対外的
にも非常に恵まれた環境下で教員、スタッフ、学生が日々研究活動に勤しんでいます。その一方で昨今の少
子化問題のあおりを受け、学内全体の教員数の削減が求められ、センター教員の補充も据え置かれている状
況にあります。限られた教員、スタッフで学生に対する教育の質を落とさず、高い研究レベルを維持し、社
会に有用な研究成果を還元していく努力はこれまで以上に求められていくものと考えます。各研究グループ
の日々の努力が対外的に見て評価に値するものか評価され、また各研究グループが客観的にその成果を自己
評価し、次年度以降の研究活動に反映させる、そのための指標の一つが先進セラミックス研究センター年報
であり、本年報の存在意義の一つと考えます。さて、本年度の我々の活動成果はいかがでしょうか？好意的、
否定的、様々なご意見、ご感想があろうかと思います。それら全てを今後の我々の研究／教育活動の糧とし、
次年度以降の成果、本年報の紙面拡充に反映させていく所存です。是非、皆様のご感想をお聞かせください。
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